第６問
　Aは借金がかさみ、資金繰りに苦しんでいたため、自動車事故を起こして保険金を騙し取ろうと考えた。Aは親友であるBであれは、協力してくれるだろうと思い、必死に説得した。すると、当初は拒んでいたがBはAの依頼に承諾した。計画の内容は、Aの自動車（以下、「甲車」という。）とBの自動車（以下、「乙車」という。）を用意し、甲車が信号待ちで停止しているところに、後方から乙車が低速で衝突しAに軽度の頭部捻挫を負わせ、医者には症状を大袈裟に訴え、長い期間通院することで、保険会社に多額の保険金を請求するものであった。
[bookmark: _GoBack]　計画当日、甲車及びAは交差点に差し掛かり、前方の信号機に従い停止線の手前で停止した。乙車およびBは甲車に接近し、減速した上で甲車に衝突した。予定通り、Aは軽度の頭部捻挫を負い、医者には大袈裟に自覚症状を訴え、保険会社から多額の保険金を騙取した。
　以上の事実関係の下、A、Bそれぞれの罪責を検討せよ。
